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プロジェクト



講評会の概要

2020年度の建築・都市システム学課程3年生後期に開講した建
築設計演習Ⅴの設計課題、「豊川市八幡駅前複合施設計画プロ
ジェクト」の最終成果発表会を実施しました。その際，対象地
の状況に精通する豊川市都市計画課の職員の方3名をお招きし，
学生の発表内容に対してコメントをいただきました。

実施日：2021年1月27日（水）
場所：豊橋技術科学大学D棟5階製図室



課題の背景と目的
八幡駅前の商業施設の魅力向上による都市拠点としての価値再生
豊川市は人口18万程度の地方都市であり，東三河地域の一部として生活圏，
文化圏を形成してきた。鉄道はもちろん高速道路のICも近く，近年23号バイパ
スの整備も進み，東三河だけでなく名古屋へのアクセス性，周辺からのアクセ
ス性も高い都市である。
豊川市は近世以降，交通の発達とともに人々の往来も増え，東海道や本坂通
（姫街道），伊那街道などの街道筋のまちとして，また，豊川稲荷の門前まち
としてにぎわいを見せてきた。 昭和14年からは，東洋一といわれた海軍工廠の
建設とともに人口が増加し，周辺地域の開発が急速に進んだ。地域の急激な発
展に伴い，豊川町，牛久保町， 国府町，八幡村の３町１村が合併し，昭和18年
に県内で８番目の都市として豊川市が誕生した。1945年の戦災により人口が半
減したが，以降は，農商工の産業のバランスの取れた都市としてめざましく発
展してきた。しかし，少子高齢化の進行等により，平成20年度をピークに，人
口減少傾向となった。
このような人口減少は豊川市に限らず，全国的に進んでいる。その人口減少社
会への対応のため，「コンパクトシティ」が掲げられ，その実現に向け各自治
体で計画が策定されている。豊川市では第6次総合計画において，コンパクトシ
ティの推進が掲げられ，国府，八幡，一宮，音羽，御津，小坂井の各地区の主
要な鉄道駅周辺の市街地を「地域拠点」と位置づけられている。
（地域拠点：公共施設や商業などの地域の特性に応じた都市機能が集積し，各
地区の暮らしの中心に位置づける地域。）



また，全国的な動向として，コンパクトシティの一層の推進のため，2014年8

月に都市再生特別措置法が一部改訂され，今後の都市全体の構造を見渡しなが
ら，住宅及び医療，福祉，商業，その他の居住に関連する施設の誘導と，公共
交通と連携したコンパクトなまちづくりを推進する，立地適正化計画制度が創
設された。豊川市も2017年3月に同計画を策定している。その内容をみると，
八幡駅は別添の図のように都市機能誘導区域として位置付けられている。駅の
南側に豊川市民病院が立地し，その病院の南側に隣接するスズキ自動車の工場
跡地には，イオンモール豊川（仮称）の進出計画が立ち上がっている。更に東
側に隣接する日立メカトロニクス工場跡地には，新文化会館などの公共施設の
建設案も存在し，今後，地域拠点として都市機能の集積が図られるエリアであ
る。
そこで本課題では，豊川市の今後のコンパクトな都市構造の実現を考える上で
非常に重要な意味を持つ，地域拠点の一つである八幡駅を中心としたエリアに
着目し，地域拠点の魅力向上に寄与する商業施設（大型ショッピングセン
ター）のあり方を考えてみたい。
その際，今の地方都市における財政事情を直視すると同時に，対象地区の持つ
魅力・課題を把握し，魅力を生かし課題を改善する計画，事例などを通して近
年の・将来を見据えた商業施設の計画手法を読み取り，商業施設計画のあり方
と周辺との調和を意識して設計・計画することが重要である。



対象地

名鉄八幡駅



対象地

名鉄八幡駅

対象敷地
約150,000㎡



講評会の様子











成果物のイメージ

※データを得られた3つの班の情報を掲載する。
































